




















 要約:  乳幼児突然死症候群の発症に上気道反射の異常が関与するという仮説を検証する

第一段階として、上気道反射発生に重要な要因となる嚥下反射と呼吸の協調性について検

討した。11 名の健常成人の咽頭に持続的に蒸留水を注入し、嚥下反射を誘発した。蒸留

水による嚥下反射誘発は安静時呼吸のみならず、呼吸回路に機械的死腔を加えて二酸化炭

素を負荷させ、これによって呼吸ドライブを増強させた状態でも行った。呼吸量、呼吸パ

ターン、嚥下反射発生と呼吸位相の関係、咳や無呼吸など誤嚥の兆候の発生頻度などを詳

しく分析し、以下の結果を得た。

1)蒸留水持続注入による嚥下反射誘発は CO2 呼吸応答に影響を与えなかった。2)高二酸化

炭素症は嚥下反射のタイミングと頻度に影響を与えた。3)誤嚥の兆候は正常呼吸状態では

認められなかったが、高二酸化炭素症では 11 名中 7 名に認められた。4)誤嚥の兆候が認

められた 7名を詳細に検討した結果、誤嚥兆候は嚥下が呼気から吸気に移行する相あるい

は吸気相に一致した場合にのみ認められ、嚥下が呼気に一致した場合には誤嚥兆候は認め

られなかった。

これらの結果は、嚥下によって呼吸の化学調節機構は影響されないが、呼吸と嚥下の協調

性が正常呼吸を維持するためには重要であることを示唆している。呼吸と嚥下の協調性に

は一定のルールがあり、これが乱されると誤嚥兆候が生じる。これは喉頭部以下の上気道

粘膜の刺激によって上気道反射が誘発されることを意味している。


